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さぁ、森からはじまる未来へ 

大阪・関西万博「住友館」出展記念 地球の歩き方との共創コラボレーション！ 

『日本の森の歩き方 まだ見ぬ幻想的な絶景に会いに行こう』を発売！ 
 

 

2025 年大阪・関西万博に出展している「住友館」は、学研ホールディングスのグループ会社である株式

会社地球の歩き方と共創し、『日本の森の歩き方 まだ見ぬ幻想的な絶景に会いに行こう』を 2025 年 7 月

3 日より、全国書店およびオンライン書店にて発刊します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書では、住友グループゆかりの別子銅山の歴史から紐解く、人と森との共生の学びを紹介。四季折々の

日本各地の美しい森の姿、知床や白神山地などの全国の森をめぐる観光モデルプラン、アウトドア初心者か

ら上級者まで楽しめる森の遊び方ガイドなどが収録され、観光ガイドとしてだけでなく教養書としても読

み応えのある一冊となっています。 

無限の学びと発見の宝庫であり、多様ないのちが息づく「森」の魅力を徹底解剖していまので、是非ご覧く

ださい。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の共創コラボレーションが生まれた背景には、400 年の歴史をもつ住友が、長きに渡って大切にして

きた「森」への深い想いがあります。住友館では、「さぁ、森からはじまる未来へ」をテーマに、森がもつ

多様な価値や魅力に触れる体験を通じて、来場者が未来に想いを馳せるきっかけを提供しています。 

 

そんな想いに共鳴いただき、多くの旅人に旅の感動を届けてきた『地球の歩き方』とのコラボレーション

が実現しました。本書を通して、日本各地の森に関心を持ち、実際に訪れる旅の後押しとなること、そして

森の価値に触れる体験が、よりよい未来へと踏み出す第一歩となることを願っています。 

 

 

 

『地球の歩き方』は 1979 年から発行している、世界 160 の

国と地域を網羅する旅行ガイドブック。新鮮な現地取材デー

タが、旅人をしっかり支えます。見どころや町歩きの解説は、

詳細な地図と美しい写真で完全サポート。歴史や文化に関す

るコラムも随所に織り込まれています。 

https://www.arukikata.co.jp/ 

 

 

 

 

 

  

https://www.arukikata.co.jp/


【書籍情報】 

 

書名 ：地球の歩き方 BOOKS 日本の森の歩き方 まだ見ぬ幻想的な絶景に会いに行こう 

著作 ：地球の歩き方編集室 

定価 ：2,200 円（税込） 

判型 ：A5 変・128 ページ 

発売日：2025 年 7 月 3 日 全国書店及びオンライン書店にて発売 

電子版：あり 

ISBN  : 978-4058024119 

発行所：株式会社地球の歩き方 

発売元：株式会社 Gakken 

地球の歩き方サイト： https://www.arukikata.co.jp/guidebook/302434/ 

販売先：全国書店 

    オンライン／ ショップ学研＋  https://gakken-mall.jp/ec/plus/Facet 

       Amazon   https://amzn.asia/d/2R4W0ox 

楽天ブックス https://books.rakuten.co.jp/rb/18221857/ 

 

  

https://www.arukikata.co.jp/guidebook/302434/
https://gakken-mall.jp/ec/plus/Facet
https://amzn.asia/d/2R4W0ox
https://books.rakuten.co.jp/rb/18221857/


『日本の森の歩き方』内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本日発表の「住友館」に関する素材は、下記 URL よりダウンロードできます。 

 

https://bit.ly/3TfpmLo  

 

※画像を使用する際は下記©表記をお願いします。 

© Sumitomo EXPO2025 Promotion Committee 

 

 

四季折々の森の魅力を紹介 森を巡るモデルプランも掲載 

テーマ別ガイドで森の過ごし方を提案 人と森とのつながりを知る教養書としての役割も 

https://bit.ly/3TfpmLo

